
DI ニュース 2012 年 5 月号 Ｎｏ．2      インクレチン関連薬（糖尿病治療薬）   愛媛大学医学部附属病院薬剤部 薬品情報管理室 

※使用時は添付文書で最終確認をお願いします 

分類 選択的 DPP-4 阻害薬 GLP-1 受容体作動薬 

商品名 グラクティブ錠 エクア錠 ネシーナ錠 トラゼンタ錠 ビクトーザ皮下注 バイエッタ皮下注ペン 

一般名 シタグリプチン ビルダグリプチン アログリプチン リナグリプチン 
リラグルチド 

(遺伝子組換え) 
エキセナチド 

 

   

 

 

 

規格 25mg  50mg 50mg 
12.5mg 

(院外限定) 
25mg 

5mg 

(第三内科・臨検限定) 
18mg 

5μg 10μg 

(第三内科限定) 

薬価 89.50円 166 円 97.50円 111.20円 207.80円 209.40円 9,960 円 9,661 円 

投与経路 経口投与 皮下注射 

用法 1 日 1回 1 日 2回 1 日 1回 1 日 1回 1 日 1回 1 日 2回（食前） 

用量 

(1 回量) 
50mg 50mg 25mg 5mg 

0.9mg 

(0.3mg/回より開始) 
5μg 

最大量 100mg/日 100mg/日 25mg/日 5mg/日 0.9mg/日 20μg/日 

腎機能 

障害時 

･重度では禁忌（透析患者

含む） 

･中等度では減量 

30≦Ccr<50：25mg～50/回 

中等度以上での安

全性は未確立 

･中等度以上で減量 

30≦Ccr<50：12.5mg/回 

Ccr<30：6.25mg/回 

通常量可能 禁忌・減量の記載なし 

･重度では禁忌（透析患者

含む） 

･中等度・軽度での安全性

は未確立 

併用可能

な糖尿病

治療薬 

･SU 剤 

･ビグアナイド系薬 

･チアゾリジン系薬 

･α-グルコシダーゼ阻害剤 

･インスリン製剤 

･SU 剤 ･SU 剤 

･ビグアナイド系剤 

･チアゾリジン系剤 

･α-グルコシダーゼ阻害剤 

なし ･SU 剤 ･SU 剤 

･SU 剤 

+ビグアナイド系薬 

･SU 剤 

+チアゾリジン系薬 

※SU剤またはインスリン製剤と併用する場合は、SU剤またはインスリン製剤の減量を考慮する（併用による重篤な低血糖症の報告あり） 

注意事項  
重度肝障害患者は

禁忌 
  

インスリンの代替薬ではない 

(インスリン非依存状態の患者に用いる) 

主な代謝

経路 
腎排泄 

肝臓で代謝され 

不活性型で腎排泄 
腎排泄 胆汁排泄 ― 腎臓で分解され消失 

長期投与 ○ ○ ○ 2012 年 10 月より可 ― ― 

 

 


